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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 42 kDa; Observed MW: 42 kDa

RBMX

RBMX; HNRPG; RBMXP1; RNA-binding motif protein; X chromosome; Glycoprotein p43;
Heterogeneous nuclear ribonucleoprotein G; hnRNP G
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	転写前および転写後プロセスの調節において複数の役割を果たすRNA結合タンパク質。遺伝子転写の組織特異的調節および複数のpre-mRNAの選択的スプライシングに関与する。腫瘍抑制因子TXNIP遺伝子プロモーターに結合し、転写を促進するため、腫瘍抑制に関与している可能性がある。SAFBと結合すると、SREBF1プロモーターに結合し、転写を促進する。RNAポリメラーゼIIによって転写された新生mRNAと結合する。pre-mRNAの選択的スプライス部位選択を制御するスプライスソーム複合体の構成要素。エクソンの挿入を活性化または抑制することができ、TRA2Bと相加的に作用して、生存運動ニューロンSMN2のエクソン7の挿入を促進する。 MAPT/Tauエクソン10のスプライシングを抑制する。一本鎖構造に局在する一本鎖5'-CC[A/C]に富むRNA配列モチーフに優先的に結合し、おそらくホモ二量体としてRNAに結合する。pre-mRNAには非特異的に結合する。また、細胞質TNFR1輸送経路にも関与し、IL-1βを介したTNFR1エクトドメインの誘導性タンパク質分解による切断と、TNFR1エクソソーム様小胞の細胞外コンパートメントへの放出を促進する。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	hnRNP G抗体およびDAPI（青）を使用した293T中のhnRNP G（緑）の免疫細胞化学分析。
	

	hnRNP G抗体を使用したK562、Hela溶解物中のhnRNP Gのウエスタンブロット分析。
	

	hnRNP G抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

